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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 103,181 39.6 6,329 ― 5,640 ― 10,413 ―
22年3月期第2四半期 73,899 △44.0 △3,756 ― △4,141 ― △4,330 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 53.08 47.98
22年3月期第2四半期 △22.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 249,380 120,120 46.2 587.05
22年3月期 242,350 112,376 44.4 547.85

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  115,177百万円 22年3月期  107,487百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
22年3月期期末配当金の内訳 記念配当1円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 6.00 8.50
23年3月期 ― 5.00
23年3月期 

（予想）
― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 206,000 18.2 11,000 155.0 10,000 156.0 12,500 88.7 63.71



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 198,866,751株 22年3月期  198,866,751株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,669,184株 22年3月期  2,668,238株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 196,198,176株 22年3月期2Q 196,200,610株



  

  

 ※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催いたします。 

  ・平成22年11月1日（月）・・・・・・証券アナリスト・機関投資家向け決算説明会  
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ドル安円高の進行など先行き不透明な要素により、一部で景

気の停滞が見られるものの、中国を中心とした新興国の力強い景気拡大に先導され、生産の回復、企業収益の改善

が続きました。 

 当社グループの主力製品である鋼材・鍛造品の生産・販売数量につきましては、主要需要家である自動車の生産

が堅調であったことに加え、建設機械など自動車以外の分野での需要の持ち直しの動きも相まって、前年同期から

大幅に増加いたしました。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期（738億9千9百万円）に比べ39.6％増の1,031億8千1百万円

となりました。 

 事業区分ごとの売上高は次のようになっております。 

  

 鋼材事業については、販売数量の増加により、当第２四半期連結累計期間の売上高は561億9千万円（前年同四半

期371億6千4百万円）と前年同四半期に比べ51.2％増加しました。 

  

 鍛造品事業については、販売数量の増加により、当第２四半期連結累計期間の売上高は424億4千万円（前年同四

半期329億1千6百万円）と前年同四半期に比べ28.9％増加しました。 

  

 電磁品事業については、マグファイン磁石、ＭＩセンサ及び電子部品の販売数量の増加により、当第２四半期連

結累計期間の売上高は29億7千3百万円（前年同四半期23億9千3百万円）と前年同四半期に比べ24.2％増加しまし

た。 

  

 その他事業については、当第２四半期連結累計期間の売上高は15億7千7百万円（前年同四半期14億2千4百万円）

と前年同四半期に比べ10.7％増加しました。 

  

 当第２四半期連結累計期間の利益につきましては、前年同四半期に比べ原材料価格が値上がりしたものの、販売

数量の増加と原価低減が寄与したことにより、経常利益は56億4千万円となりました（前年同四半期は41億4千1百

万円の経常損失）。 

 当社は、平成21年3月期に繰延税金資産の全額取崩しを行い、その後、収益の回復に伴い、前期（平成22年３月

期）において、その一部を再計上しました。今回、当期の業績の進捗状況及び今後の業績見通しを踏まえ、当社の

繰延税金資産の回収可能性を見直した結果、スケジューリング可能な将来減算一時差異について全額繰延税金資産

として計上が可能と判断し、法人税等調整額△64億3千2百万円を計上しました。その結果、四半期純利益は104億1

千3百万円となりました（前年同四半期は43億3千万円の四半期純損失）。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は2,493億8千万円となり、前連結会計年度末に比べ、70億3千万円増加し

ました。負債は1,292億5千9百万円となり、7億1千4百万円減少しました。純資産は1,201億2千万円となり、77億4

千4百万円増加しました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成22年10月26日に公表した業績予想から修正しており

ません。 

 当期の見通し及び業績予想は、当社グループの予想に基づく判断によるもので、実際の業績は要因の変化により

異なる場合が生じることをご承知おきください。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

１）たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価

切下げを行っております。 

２）固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分しております。 

３）法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しております。

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

 また、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が

認められた場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい

変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ8百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は、6億円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は6億4千3百万円であります。  

  

②表示方法の変更  

（四半期連結損益計算書） 

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２ 前第２四半期連結累計期間において営業外収益の「雑収入」に含めて表示しておりました「物品売却益」は、

当第２四半期連結累計期間において、営業外収益の総額の100分の20を超えたため区分掲記しております。 

  なお、前第２四半期連結累計期間における「物品売却益」の金額は52百万円であります。  

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 55,071 51,862

受取手形及び売掛金 45,343 42,211

有価証券 215 658

商品及び製品 6,343 5,723

仕掛品 17,664 15,258

原材料及び貯蔵品 8,256 7,811

その他 6,265 5,824

貸倒引当金 △141 △134

流動資産合計 139,019 129,216

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 40,436 42,081

その他（純額） 41,670 40,824

有形固定資産合計 82,106 82,906

無形固定資産 232 242

投資その他の資産   

その他 28,059 30,061

貸倒引当金 △38 △75

投資その他の資産合計 28,020 29,985

固定資産合計 110,360 113,134

資産合計 249,380 242,350



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 24,179 21,301

短期借入金 2,361 2,392

1年内返済予定の長期借入金 633 683

1年内償還予定の新株予約権付社債 30,000 30,000

未払法人税等 866 311

引当金 112 185

その他 13,716 11,574

流動負債合計 71,870 66,448

固定負債   

長期借入金 45,693 45,647

退職給付引当金 9,415 9,200

その他の引当金 991 1,026

資産除去債務 643 －

その他 645 7,651

固定負債合計 57,389 63,524

負債合計 129,259 129,973

純資産の部   

株主資本   

資本金 25,016 25,016

資本剰余金 27,898 27,898

利益剰余金 61,973 52,737

自己株式 △1,610 △1,610

株主資本合計 113,278 104,042

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,427 4,607

為替換算調整勘定 △1,529 △1,161

評価・換算差額等合計 1,898 3,445

新株予約権 179 179

少数株主持分 4,763 4,709

純資産合計 120,120 112,376

負債純資産合計 249,380 242,350



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 73,899 103,181

売上原価 69,317 87,752

売上総利益 4,581 15,428

販売費及び一般管理費 8,337 9,098

営業利益又は営業損失（△） △3,756 6,329

営業外収益   

受取利息 61 62

受取配当金 70 127

デリバティブ評価益 36 －

物品売却益 － 129

助成金収入 164 24

雑収入 213 131

営業外収益合計 546 475

営業外費用   

支払利息 396 331

固定資産処分損 149 128

為替差損 260 537

雑損失 125 166

営業外費用合計 932 1,164

経常利益又は経常損失（△） △4,141 5,640

特別利益   

移転補償金 373 －

特別利益合計 373 －

特別損失   

減損損失 212 0

投資有価証券評価損 － 83

出資金評価損 60 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 592

海外子会社の工場移転費用 207 －

特別損失合計 480 676

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△4,248 4,964

法人税、住民税及び事業税 120 807

過年度法人税等 △52 －

法人税等調整額 70 △6,432

法人税等合計 138 △5,624

少数株主損益調整前四半期純利益 － 10,589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △56 175

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,330 10,413



 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 事業の区分は、製品および役務の種類、性質により区分しております。 

２ 各事業区分の主要製品および役務 

・鋼材………特殊鋼鋼材、鋼材二次加工品、金型加工品 

・鍛造品……型打鍛造品 

・電磁品……電子機能材料・部品、磁石応用製品 

・その他……コンピュータソフト開発、物品販売・緑化・介護  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。  

２ 本邦以外の区分に属する国 

北米………アメリカ 

欧州………ドイツ、チェコ 

アジア……フィリピン、タイ、中国、インドネシア、台湾 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

区分 
鋼材 

（百万円）
鍛造品 

（百万円）
電磁品 

（百万円）
その他 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  37,164  32,916  2,393  1,424  73,899  －  73,899

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 11,727  －  －  1,245  12,973  △12,973  －

計  48,892  32,916  2,393  2,670  86,872  △12,973  73,899

営業利益又は営業損失（△）  △1,319  △1,843  △598  △67  △3,829  73  △3,756

区分 
日本 

（百万円）
北米 

（百万円）
欧州 

（百万円）
アジア 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  64,371  2,776  588  6,162  73,899  －  73,899

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,667  －  6  129  2,803  △2,803  －

計  67,039  2,776  594  6,292  76,702  △2,803  73,899

営業利益又は営業損失（△）  △3,924  △102  △24  204  △3,846  90  △3,756



〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

北米………アメリカ 

欧州………ドイツ、オランダ、スイス 他 

アジア……タイ、中国、インドネシア 他 

その他……大洋州 他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

区分 北米 欧州 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,918  588  7,657  29  11,194

Ⅱ 連結売上高（百万円）          73,899

Ⅲ 連結売上高に占める海外

売上高の割合（％） 
 3.9  0.8  10.4  0.0  15.1



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品別に事業管理組織を置き、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、「鋼材事業」「鍛造品事業」「電磁品事業」「その他事業」の４つを報告セグメントとし

ております。 

 「鋼材事業」は特殊鋼鋼材、鋼材二次加工品、金型加工品を、「鍛造品事業」は型打鍛造品を、「電磁品事業」

は電子機能材料・部品、磁石応用製品を、それぞれ生産・販売し、「その他事業」はコンピュータソフト開発、物

品販売・緑化・介護を行っております。   

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注）セグメント間取引の消去であります。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。  

    

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント  

調整額 
（注）  

  
四半期連結
損益計算書
計上額 鋼材 鍛造品 電磁品 その他 計 

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  56,190  42,440  2,973  1,577  103,181  －  103,181

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 13,727  －  0  1,398  15,126  △15,126  －

計  69,918  42,440  2,973  2,975  118,307  △15,126  103,181

セグメント利益（営業利益）

又はセグメント損失（営業損

失）（△） 

 4,769  2,222  △603  △31  6,356  △26  6,329

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



４．補足情報
（１）参考資料〔連結〕

1.当第2四半期累計期間の業績と通期予想 (単位：百万円､％)

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率 前年実績  当期予想 増減額 増減率

22年3月期 23年3月期 22年3月期 23年3月期

売上高 73,899 103,181 29,282 39.6 174,278 206,000 31,722 18.2

営業利益 △ 3,756 6,329 10,085 － 4,313 11,000 6,687 155.0

経常利益 △ 4,141 5,640 9,781 － 3,906 10,000 6,094 156.0

特別損益 △ 106 △ 676 △ 570 － △ 176 △ 700 △ 524 －

△ 4,248 4,964 9,212 － 3,729 9,300 5,571 149.4
四半期(当期)純利益 △ 4,330 10,413 14,743 － 6,625 12,500 5,875 88.7

△22円07銭 53円08銭 33円77銭 63円71銭
1株当たり配当金 2円50銭 5円00銭 8円50銭 10円00銭

設備投資額 3,793 5,650 1,857 49.0 8,163 23,300 15,137 185.4
減価償却費 6,709 6,088 △ 621 △ 9.3 13,370 12,800 △ 570 △ 4.3

2.事業区分別売上高 (単位：百万円､％)  

3.当第2四半期累計期間　経常利益増減益要因(対前年同四半期比) (単位：億円) 

4.四半期毎の業績推移 　        　           （単位：百万円） 

税金等調整前四半期(当期)純利益

1株当たり四半期(当期)純利益

四 半 期 累 計 期 間 通　期

　　増　益　要　因 　　減　益　要　因
1. 販売数量の増加 72 1. 購入品価格の値上がり 8
2. 原価低減 23 2. 営業外収支の悪化他 7

(工場原価低減) (21)
(減価償却費の減少) (5)
(設備関係経費他) (△3)

3. 連結子会社の営業利益増 17

112 15
差　引　(a)－(b) 97

計　(a) 計　(b)

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
鋼　 材 37,164 50.3 56,190 54.5 113,400 55.0

鍛 造 品 32,916 44.5 42,440 41.1 80,500 39.1
電 磁 品 2,393 3.2 2,973 2.9 9,000 4.4
そ の 他 1,424 2.0 1,577 1.5 3,100 1.5
合　計 73,899 100.0 103,181 100.0 206,000 100.0

第2四半期決算短信の7ページを参照してください。

前第2四半期（22年3月期）

当 期 予 想
(23年3月期)当第2四半期(23年3月期)

四 半 期 累 計 期 間

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期
（4～6月） （7～9月） （10～12月） （1～3月） （4～6月） （7～9月）

売上高   31,886 42,012 48,676 51,703 50,662 52,518

営業利益 △ 3,447 △ 308 4,284 3,785 3,531 2,798

経常利益 △ 3,345 △ 796 4,273 3,774 3,297 2,343

四半期純利益 △ 3,392 △ 938 6,125 4,830 2,136 8,276

当期（23年3月期）前期（22年3月期）



（２）参考資料〔単独〕

1.当第2四半期累計期間の業績と通期予想 (単位：千トン､百万円､％)

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率 前年実績 当期予想 増減額 増減率

22年3月期 23年3月期 22年3月期 23年3月期

売上数量 345 518 173 50.0 840 1,020 180 21.4

売上高 59,705 84,855 25,150 42.1 141,093 174,000 32,907 23.3

営業利益 △ 3,804 4,949 8,753 － 3,153 9,000 5,847 185.4

経常利益 △ 4,117 4,378 8,495 － 2,640 8,000 5,360 203.0

特別損益 △ 273 △ 467 △ 194 － △ 288 △ 500 △ 212 －

△ 4,390 3,911 8,301 － 2,351 7,500 5,149 219.0
四半期(当期)純利益 △ 4,265 9,543 13,808 － 5,966 11,500 5,534 92.8

△21円74銭 48円64銭 30円41銭 58円61銭

設備投資額 2,721 5,237 2,516 92.5 6,494 22,000 15,506 238.8
減価償却費 5,726 5,197 △ 529 △ 9.2 11,302 11,000 △ 302 △ 2.7

2.事業区分別売上高 (単位：千トン､百万円､％)      

3.四半期毎の業績推移                    （単位：千トン、百万円）

税引前四半期(当期)純利益

1株当たり四半期(当期)純利益

四 半 期 累 計 期 間 通　期

数量 金額 金　額 数量 金額 金　額 数量 金額 金　額
構成比 構成比 構成比

 製 品 別 鋼   材 248 32,338 54.2 394 51,822 61.1 782 105,200 60.5
鍛造品 97 24,803 41.5 123 29,849 35.2 238 59,600 34.3
電磁品 － 2,340 3.9 － 2,970 3.5 － 8,600 4.9
その他 － 222 0.4 － 212 0.2 － 600 0.3

345 59,705 100.0 518 84,855 100.0 1,020 174,000 100.0
仕向先別 国   内 313 55,448 92.9 459 77,276 91.1 900 158,700 91.2

輸   出 31 4,257 7.1 59 7,578 8.9 120 15,300 8.8

前第2四半期(22年3月期)

合　　　計

当 期 予 想
(23年3月期)当第2四半期(23年3月期)

四 半 期 累 計 期 間

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

（4～6月） （7～9月） （10～12月） （1～3月） （4～6月） （7～9月）

売上数量 135 209 243 251 255 263

売上高   25,006 34,699 39,829 41,558 41,408 43,446

営業利益 △ 3,456 △ 347 3,686 3,271 2,826 2,123

経常利益 △ 3,294 △ 823 3,747 3,010 2,714 1,664
四半期純利益 △ 3,305 △ 959 5,828 4,403 1,971 7,571

前期（22年3月期） 当期(23年３月期）
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